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９９９９    薬物乱用防止五か年戦略（概要）薬物乱用防止五か年戦略（概要）薬物乱用防止五か年戦略（概要）薬物乱用防止五か年戦略（概要）    
 

平成10年５月 
薬物乱用対策推進本部 

 

基本目標基本目標基本目標基本目標    第三次覚せい剤乱用期の到来に対し，その早期終息に向けて緊急に第三次覚せい剤乱用期の到来に対し，その早期終息に向けて緊急に第三次覚せい剤乱用期の到来に対し，その早期終息に向けて緊急に第三次覚せい剤乱用期の到来に対し，その早期終息に向けて緊急に
対策を講ずるとともに，世界的な薬物乱用問題の解決に我が国も積極的に貢対策を講ずるとともに，世界的な薬物乱用問題の解決に我が国も積極的に貢対策を講ずるとともに，世界的な薬物乱用問題の解決に我が国も積極的に貢対策を講ずるとともに，世界的な薬物乱用問題の解決に我が国も積極的に貢
献する。献する。献する。献する。    

□問題状況□問題状況□問題状況□問題状況：第三次覚せい剤乱用期の到来：第三次覚せい剤乱用期の到来：第三次覚せい剤乱用期の到来：第三次覚せい剤乱用期の到来    

平成９年の覚せい剤検挙者数は１万 9,937 人と２万人の大台に肉迫。中・高校
生の覚せい剤事犯が急増（９年は過去最高の 262 人）した点などを重くみて，昭
和20年代後半，昭和50年代後半に続く第三次覚せい剤乱用期の到来と認識。 

□基本戦略□基本戦略□基本戦略□基本戦略：供給遮断・：供給遮断・：供給遮断・：供給遮断・需要削減両面からの緊急対策により乱用期を早期に終息需要削減両面からの緊急対策により乱用期を早期に終息需要削減両面からの緊急対策により乱用期を早期に終息需要削減両面からの緊急対策により乱用期を早期に終息    

関係省庁が緊密な連携の下に，供給遮断，需要削減の両面から総合的に対策を
実施することにより，今後五年間の計画期間のできるだけ早い時期に第三次覚せ
い剤乱用期を終息させることを基本的な戦略目標として掲げる。供給遮断対策と
しては，密輸の水際での阻止と暴力団，一部不良外国人の密売組織の徹底取締り
をはじめとする覚せい剤事犯取締りの緊急対策を実施。需要削減対策としては，
青少年の乱用増加の根底にある規範意識の低下に対して啓発の強化により薬物乱
用を拒絶する国民意識の醸成を図る。また，国際協力として，日本の経験を生か
しつつ覚せい剤対策の分野で日本と世界の薬物乱用問題の解決に向けた国際貢献
を行うことを明らかにする。 
 

目標１目標１目標１目標１    中・高校生を中心に薬物乱用の危険性を啓発し，青少年の薬物乱用傾中・高校生を中心に薬物乱用の危険性を啓発し，青少年の薬物乱用傾中・高校生を中心に薬物乱用の危険性を啓発し，青少年の薬物乱用傾中・高校生を中心に薬物乱用の危険性を啓発し，青少年の薬物乱用傾
向を阻止する。向を阻止する。向を阻止する。向を阻止する。    

□問題状況□問題状況□問題状況□問題状況：青少年による覚せい剤乱用事犯の増加：青少年による覚せい剤乱用事犯の増加：青少年による覚せい剤乱用事犯の増加：青少年による覚せい剤乱用事犯の増加    

その要因として，少年を取り巻く社会環境の悪化とともに，薬物使用は個人の
自由と回答する高校生が２割前後というアンケート調査結果が示すとおり青少年
自身の薬物に対する警戒感，抵抗感の希薄化が指摘される。 
対策として，学校等における薬物乱用防止に関する指導の充実を図る。具体的
には，初等中等教育段階での薬物乱用防止指導（小学校学習指導要領においても 

 指導を明記）及び全中学・高校における薬物乱用防止教室の毎年開催を実施。他
に街頭補導体制の強化とその協力体制の確保等，少年の再乱用防止対策の充実強
化，関係機関等による相談体制の整備，広報啓発活動の推進を図る。 
 

目標２目標２目標２目標２    巧妙化する密売方法に的確に対処し，暴力団，一部不良外国人の密売組巧妙化する密売方法に的確に対処し，暴力団，一部不良外国人の密売組巧妙化する密売方法に的確に対処し，暴力団，一部不良外国人の密売組巧妙化する密売方法に的確に対処し，暴力団，一部不良外国人の密売組
織の取締りを徹底する。織の取締りを徹底する。織の取締りを徹底する。織の取締りを徹底する。    

□問題状況□問題状況□問題状況□問題状況：暴力団・一部不良外国人の密売組織の関与：暴力団・一部不良外国人の密売組織の関与：暴力団・一部不良外国人の密売組織の関与：暴力団・一部不良外国人の密売組織の関与    

薬物犯罪には暴力団等犯罪組織の深い関与があるとともに，数年前から携帯電
話等を利用しつつ街頭で公然と薬物密売を行う一部イラン人等の不良来日外国人
事犯等の増加が指摘されている。この末端密売形態の革命的な変化が，一般市民，
青少年の薬物入手を容易にし，今回の覚せい剤乱用期の要因となった。 
対策として，暴力団等の組織犯罪対策と不法収益のはく奪とともに，外国人密
売組織壊滅に向けた徹底取締りを実施。ほかに，末端乱用者に対する取締りを重
視するとともに，携帯電話利用等巧妙化する密売方法への対応を強化，大麻，コ
カイン，ＭＤＭＡ，向精神薬等多様化する乱用薬物への対応と正規流通の監督の
徹底を図る。 
 

目標３目標３目標３目標３    密輸を水際でくい止め，薬物の密造地域における対策への支援などの密輸を水際でくい止め，薬物の密造地域における対策への支援などの密輸を水際でくい止め，薬物の密造地域における対策への支援などの密輸を水際でくい止め，薬物の密造地域における対策への支援などの
国際協力を推進する。国際協力を推進する。国際協力を推進する。国際協力を推進する。    

□問題状況□問題状況□問題状況□問題状況：国際的な密造と不正流通，我が国への薬物の密輸の増加：国際的な密造と不正流通，我が国への薬物の密輸の増加：国際的な密造と不正流通，我が国への薬物の密輸の増加：国際的な密造と不正流通，我が国への薬物の密輸の増加    

中国で密造される覚せい剤をはじめ，国内で乱用される不正薬物は海外から流
入したもの。国際的な密造と不正流通とともに，我が国への不正薬物の密輸の増
加，密輸事件の大口化・巧妙化が進行。 
対策として，徹底した水際取締りによる密輸摘発のため，密輸等の情報収集の
強化，共同捜査等の密輸取締体制等の強化を図る。また，対策の決め手となる薬
物供給遮断の観点から密造地域対策としてアジア諸国等への取締協力を進めると
ともに，ＯＤＡの活用等による国際協力活動を「覚せい剤乱用防止の国際協力プ
ログラム」としてアピールするなど，国際的な不正薬物の供給阻止を図る。 
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目標４目標４目標４目標４    薬物依存・中毒者の治療と社会復帰を支援し，再乱用を防止する。薬物依存・中毒者の治療と社会復帰を支援し，再乱用を防止する。薬物依存・中毒者の治療と社会復帰を支援し，再乱用を防止する。薬物依存・中毒者の治療と社会復帰を支援し，再乱用を防止する。    

□問題状況□問題状況□問題状況□問題状況：薬物犯罪は再犯率が高く，薬物依存・中毒者問題は深刻な状況：薬物犯罪は再犯率が高く，薬物依存・中毒者問題は深刻な状況：薬物犯罪は再犯率が高く，薬物依存・中毒者問題は深刻な状況：薬物犯罪は再犯率が高く，薬物依存・中毒者問題は深刻な状況    

覚せい剤には中毒性精神病の危険性があり，依存に対する完全な治療法は確立
していない。薬物依存・中毒者には薬物使用とそれにまつわる生活習慣から脱却
させることが重要。 
対策として，専門病床確保等の医療提供体制の整備により薬物依存・中毒者に
対する治療の充実を図るとともに，精神保健福祉センターを中核として医療機関，
麻薬取締官事務所等の公的機関，相談員・ボランティア等による地域の相談・指
導のネットワークを整備し，薬物依存・中毒者の社会復帰の支援を図る。 
 
（注）「薬物乱用防止五か年戦略」の全文は，インターネットの官邸ホームページ

(http://www.kantei.go.jp/jp/singi/yakubutu/980701yakubutu.html)で御
覧になれます。 

 

  

 


